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１ 市民、事業者、ＮＰＯと市の協働による計画推進 

 (1) 各部会の活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会環境部会活動報告（平成２１年度）  

                部 会 長  野 田 直 宏 

 「大気・ばいじん」が東海市最大の問題であるということで委員の認識は一

致しましたが、市民・行政・事業者の協働で取り組むことが難しいため、「水

質」を中心として活動することになりました。 

 具体的な取り組みとしては、プロジェクトチームを作り、モデル地区を２か

所選定し、環境浄化微生物を住民に作成、配布していただき、日常生活で使用

していただくことで河川等の水質浄化をめざしました。 

 また、河川とため池では効果にどのような違いが出るのかについても検証し

てまいりました。 

部会部会部会部会でのでのでのでの活動活動活動活動    

 下水道工事が当面実施されない地区をモデル地区とし、上野新川及び新池

を対象として、手代ヶ丘及び長生町内会の協力のもと、２年間にわたりプロ

ジェクトを実施しました。効果を確認するため、市で定期的にモデル地区の

対象となる河川等の水質調査と生物調査を実施した結果は次のとおりです。 

１ 水質調査結果               単位：／（ｐＨ除く） 

 年度 ｐＨ ＤＯ ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ 

上野 

新川 

２０ ６.６ ３.５ １１ ９.４ １２ ６.９ ０.４３ 

２１ ６.９ ４.３ ６.３ ９.２ ２１ ６.５ ０.３５ 

新池 
２０ ８.５ １１ １８ ３０ ４６ ４.１ ０.３３ 

２１ ９.１ １４ ３７ ５０ ７１ ５.５ ０.５７ 

２ 水生生物調査結果（上野新川） 

年度 １回目（４月） ２回目（６月） ３回目（８月） ４回目（10 月） 

２０ １３種類 １９種類 １７種類 １９種類 

２１ ２８種類 １９種類 ２６種類 ２４種類 

 

河川河川河川河川・ため・ため・ため・ため池水質浄化池水質浄化池水質浄化池水質浄化プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    
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① 上野新川の水質は改善傾向にあ

り、環境浄化微生物の影響によるも

のもあると考えております。 

② 新池の水質は改善傾向は認められ

ず、富栄養化によりかえって悪化し

たと思われます。 

③ 確認された水生生物の種類は増えており、水質の改善結果による影響

もあるものと考えております。 

④ これらの結果から、環境浄化微生物はある程度移動性のある水系で

は、効果が期待できると考えられます。また、ある程度長期間にわたっ

て比較しなければ、効果の検証も難しいと思われますので、今後も調査

を継続し、結果を見守っていきたいと思います。 

調査結果調査結果調査結果調査結果のののの考察考察考察考察    

 市民、団体、事業者、行政が一緒になって様々な分野について環境改善

に取り組んでいくことは、とても良いことだと思います。こうした活動を

通じて、これまでとは違った分野の方々とのネットワークが広がったこと

は、貴重な財産となりました。 

 モデル地区でのプロジェクトは２年間で終了してしまいましたが、意識

のある方々に、市の無料配布の環境浄化微生物を利用し続けていただくこ

とを期待したいと思います。 

 知多メディアスに所属している私としては、地元の環境関連活動をテレ

ビやＦＭラジオで積極的に取り上げていきたいと思います。ただし、情報

収集能力が不足しているので、関連イベントなどの情報をご提供いただけ

ると非常にありがたく思います。 

 

 

協働協働協働協働についてについてについてについて感感感感じたこと・じたこと・じたこと・じたこと・今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    

 
上野新川中流部からの風景 


